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国立大学法人千葉大学は 5 月 23 日（金）に、地域課題解決を目指した公民学連携の研究開発拠点「あつまレ

HUB・LAB・SUMIDA」を墨田サテライトキャンパスに開設しました。あそんで・つながって・まなべるレクリ
エーション施設の頭文字をとった「あつまレ」は、大学が HUB（ハブ）となり、墨田区・地域住民・民間企業・
研究者の連携を強化し、地域の課題解決を目指します。 

この施設は、包括連携協定を締結している墨田区と協力して 2 つの「場」を作ります。1 つ目は、最新の研究技術
を社会の問題解決のために具現化する研究開発の場です(2 ページ)。2 つ目は、地域住民が大学の研究や企業の取り組
みを見て触れて体験でき、様々な健康プログラムが受けられる多世代交流の場です（3 ページ）。 
 あつまレ HUB・LAB・SUMIDA における、公民学連携での地域課題解決を目指す取組みへの参加パートナーを随時
募集しています。 
 

   

ニュースリリース 

あつまレ HUB・LAB・SUMIDA が千葉大学墨田サテライトキャンパスに OPEN 
～地域課題解決を目指した、公民学連携の研究開発拠点～ 

＜研究に関するお問い合わせ＞ 
千葉大学予防医学センター 鈴木規道 
TEL: 043-290-3896 E-mail: suzu-nori@chiba-u.jp 
＜広報に関するお問い合わせ＞ 
墨田区企画経営室行政経営担当 
TEL: 03-5608-6230 FAX:03-5608-6407 E-mail:GYOUSEI@city.sumida.lg.jp 

令和７年 5 月 23 日 
国立大学法人千葉大学 

墨田区 

写真左上:施設全体、右上:講演・レクリエーションスペース、左下:コントロールルーム、右下:居室スペース 

配信先:文部科学記者会、千葉県政記者クラブ、墨田区関係記者、PR Times 
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最新の研究技術を社会の問題解決のために具現化する研究開発の場 
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地域住民が大学の研究や企業の取り組みを見て触れて体験でき、様々な健康プログラムが受けられる多世代交流の場 

 


